
お
年
玉
わ
た
す
夫
も
恵
比
須
顔 

西
岡
町 

児
玉 

洋
子 

娘
の
風
邪
の
雑
誌
読
む
ま
で
癒
え
に
け
り 

仲 

町 

徳
井 

隆
男 

七
草
や
つ
つ
が
な
き
齢
賜
は
り
ぬ 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

初
寄
席
や
介
助
狐
理
亭
福
を
呼
ぶ 

元 
町 

杉
山 

繁
良 

音
も
な
く
忍
び
寄
り
来
る
師
走
か
な 

南
桜
町 
宮
腰 

幸
子 

雪
や
み
て
星
降
る
夜
の
露
天
風
呂 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

母
乳
よ
く
出
ま
す
よ
う
に
と
力
餅 

 
 

 
 

 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

満
天
に
ル
ビ
ー
の
欠
片
か
ら
し
ば
れ 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

可
愛
く
て
毛
皮
の
帽
子
の
親
子
連
れ 

 
 

 
 

旭 

町 

大
河 

 

茂 

幾
山
河
越
へ
し
米
寿
の
春
の
宵 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

折
鶴
を
ほ
ど
け
ば
四
角
寒
に
入
る 

藤
本
町 

池
田 

良
子 

夢
一
つ
ひ
と
つ
ふ
く
ら
む
寒
に
入
る 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

レ
モ
ン
切
り
琥
珀
に
落
す
冬
の
朝 

元 

町 

印
牧 

安
子 

息
災
で
ひ
と
日
ひ
と
日
の
冬
の
朝 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

黙も
だ

深
き
茶
室
に
凜
と
米
寿
の
師(

初
釜)

 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

冬
の
朝
生
き
る
証
に
人
は
病
む 

元 

町 

西
崎 

弘
子 

ジ
ャ
ン
プ
台
小
さ
な
巨
人
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ 

屯
田
町 

古
屋 

克
江 

わ
く
わ
く
と
夢
ふ
く
ら
み
し
明
け
の
春 

旭 

町 

大
河 

博
子 

彗
星
の
は
か
な
く
散
り
て
年
の
暮 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

手
を
つ
な
ぐ
つ
る
つ
る
路
面
師
走
か
な 

西 

町 

岸
波 

君
江 

初
春
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
透
か
し
け
り 

藤
本
町 

高
井 

孝
子 

曾
孫
よ
り
賀
状
私
の
た
か
ら
も
の 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

春
浅
し
ま
だ
の
ん
び
り
と
駒
を
打
つ 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

庭
の
木
々
雪
の
女
王
と
な
り
に
け
り 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

氷
上
の
華
よ
ス
ピ
ン
の
宙そ

ら

に
舞
ふ 

西 

町 

文
梨 

清
子 

風
癖
に
木
々
の
傾
く
冬
岬 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

              

                 
 

『おじいさんのしごと』 
山西ゲンイチ 作 

講談社 

 天国へ行ってしまった

ケンタくんのおじいさん

は、ネコの模様を描く

仕事に携わることにな

り、慣れない作業に悪

戦苦闘。長い人生を終

えて、やれやれゆっくり

休めるぞ、という訳には

いかないようですね。   

『ぼたんちゃん』 
かさいまり 作･絵 

ひさかたチャイルド 
 ジャケットやコートが

大活躍のこの季節、着

ようとしたら、ボタンが取

れていた…そんなときに

限って、似たような代わ

りのボタンが見つからない

ものです。ボタンも人と

同じで、色もかたちも

様々ですね。      

新着図書 

・嘘の見抜き方 

(若狭勝 著) 

・脂中毒 

(白澤卓二 著) 

・ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。 

(石井光太 著)      ほか 

 


